
 

技術開発センタープロジェクト平成１７年度研究実績報告書 

 
プロジェクトリーダー 
  機械系 

教授  石 崎 幸 三 
 

 
研究課題 

 
セラミックス基板材料の低欠陥密度加工法 

 
研究状況 

 
研削機構を考えた場合、砥石の性能を最大限に発揮させるためには、砥石が切り進む面に対して

は定圧機構が望ましい。一方、寸法精度を確保するためには定寸機構が望ましい。本プロジェクト

では、研削方向に定圧機構を、仕上面方向には定寸機構を適用した新しい研削装置を開発した。方

式では、研削速度は定圧方式のために砥石の研削能力によって決まり、高能率な砥石を用いると、

その砥石の能力を最大限に発揮させることができ、目詰まり等で研削能力が低下した場合でも、表

面粗さや平坦度などへの影響が少ない。また、研削押付力Fnと研削接線力Ftとからドレッシングの

タイミングの判断に有効なFt/Fnと、砥石とワークとのマッチングの指標である比研削エネルギーが

算出でき、すばやい条件の最適化が可能である。 

定送り荷重研削盤（CFF）と既存の定送り速度研削盤（CSF）により研削を行ったアルミナ焼結体の曲げ試

験の結果を示す。従来法であるCFSによる研削では１回の研削送り深さを大きくすると曲げ強度が低下する

が、CFF により研削したアルミナ板は、１回の研削送り深さを大きくしても、曲げ強度に変化が見られない。 

 

 
研究成果 
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 今後の研 
 究計画 

 
次世代基板材料の高速・高精度加工技術を確立する。また、研削加工から研磨加工までの工程を

見直し、より高効率な製造プロセスの提案を目指す。 

 


